
■当資料は、情報提供を目的として、三井住友アセットマネジメントが作成したものです。特定の投資信託、生命保険、株式、債券等の売買を推奨･勧誘
するものではありません。■当資料に基づいて取られた投資行動の結果については、当社は責任を負いません。■当資料の内容は作成基準日現在のもので
あり、将来予告なく変更されることがあります。■当資料に市場環境等についてのデータ・分析等が含まれる場合、それらは過去の実績及び将来の予想であり、
今後の市場環境等を保証するものではありません。■当資料は当社が信頼性が高いと判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完全性を
保証するものではありません。■当資料にインデックス･統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権その他の一切の権利は、その発行者および許諾
者に帰属します。■当資料に掲載されている写真がある場合、写真はイメージであり、本文とは関係ない場合があります。 

12.7 
14.2 

9.7 9.4 
10.6 

9.5 

7.9 7.8 7.3 6.9 6.7 

0

2

4

6

8

10

12

14

16

2006 2008 2010 2012 2014 2016

（前年比、％）

（年)

（％）

2017年 6.7 6.6 6.5

2018年 6.4 6.2 6.0

今回 ４月時点 １月時点
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【IMFの中国の経済成長率見通し】 

IMFが中国の成長率見通しを再び上方修正 

 国際通貨基金（IMF）は14日発表した中国経

済の年次審査報告書で、中国の2017年の経済

成長率見通しを6.7％へ上方修正しました。 

 IMFの上方修正は今年に入って2回目です。4月

に公表した世界経済見通しでは6.6％を、1月時

点では6.5％をそれぞれ予想していました。 

 同時に、2018年～2020年の平均経済成長率

を6.4％としました。2018年以降についても4月時

点から引き上げました。 

2017年の成長率を6.7％へ 
2018年以降も上方修正 

 IMFは、中国の経済成長率を上方修正した要因

として、拡張的な信用供与と公共投資などの政策

支援効果を挙げました。 

 また、中国経済は中期的に高めの成長率を維持

する能力があると述べ、中国経済の先行きに楽観

的な見方を示しました。 

中国の政策効果を評価 
先行きに楽観的な見方 

 IMFは一方で、信用供与に依存している現在の成長モデルから、より持続的な経済成長への移行に向けた

改革の必要性を指摘しました。更に、金融セクターのリスクに取り組むことは非常に重要であり、財政の緊張

と成長の遅れを伴ったとしても、継続すべきとしました。 

 中国当局は、景気の過熱に伴うバブル発生を警戒し、金融政策を引き締め気味に運営しています。IMFが

指摘したように、中国当局が適切に金融環境を調整することにより、中国経済は安定的な成長を維持する

ことが期待されます。 

中国経済は安定的な成長が期待される 

【中国の経済成長率の推移】 

（出所）IMFのデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 
  

（注）データは実質GDP成長率、2006年～2016年。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 
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